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■業績
　学生運動から全日本自由労働組合の書記となり、「失対闘争」の補完的役割の事業団運動を、永戸祐三・現労協セ
ンター事業団理事長たちと３０年かけて、今日の労協運動へと大きく飛躍させる中核的役割を果してこられた。
　現場に密着して課題を掘り起こし、旺盛な研究に裏付けられた独創的な理論構築で、今日の労協運動の社会的認
知を獲得する上で多大な貢献をされた。
　「センター事業団２０年史」（『新たな挑戦が始まる』参照）と「日本労協新聞」縮刷版（全１３冊）は、彼の生き
てきた歴史でもある。その中で、彼が果した役割をいくつかの項目を立てて、理論的な業績と活動をたどって見た。


